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８月18日現在の情報です。国等の動向などにより、記載の内容が変更となる場合があります。

◎担当　新型コロナウイルスワクチン接種対策室（にこ♥ふる）
※接種に関するお問合せは鶴岡市コロナワクチン相談・予約センター☎0120-125-226へ

　接種を受けるには本人の同意が必要です。現在、何かの病気で治療中の方や、体調など接
種に不安のある方は、かかりつけ医とご相談の上、接種を受けるかどうかお考えください。

接種の同意

　ワクチンの効果を十分に得るために、接種を２回受ける必要があります。接種予定のファイザー社製ワクチンの場
合、標準として１回目の接種から３週間後の同じ曜日に２回目を接種します。

接種回数

　原則としてほかのワクチンと同時に接種することはできません。新型コロナワクチンとそのほかのワクチンは、互
いに、片方のワクチンを受けてから２週間後の同じ曜日以降に接種することができます。

ほかのワクチンとの接種間隔

　一般的にワクチン接種後には、ワクチンが免疫をつけるための反応を起こすため、接種部位の痛みなどの副反応が
生じる可能性があります。
　極めてまれですが、接種後すぐにアナフィラキシーショックと呼ばれる意識の低下を伴う急性のアレルギー反応が
起きる場合もあるため、接種後15分～30分は医療機関等で座って様子を見ていただきます。

副反応

ワクチンの有効性・安
全性などの詳しい情報

首相官邸ホームページ
「新型コロナワクチンについて」

厚生労働省ホームページ
「新型コロナワクチンQ&A」

接種後、すぐに現れる可能性のある症状

接種後、数日以内に現れる可能性のある症状（ファイザー社製ワクチン）

アナフィラキシー

薬や食物が体に入ってから、短時間で起こることのあるアレルギー反応です。
じんましんなどの皮膚症状、腹痛やおう吐などの消化器症状、息苦しさなどの
呼吸器症状が、急に起こります。血圧低下や意識レべルの低下（呼び掛けに反
応しない）を伴う場合をアナフィラキシーショックと呼びます。

血管迷走神経反射

ワクチン接種に対する緊張や、強い痛みをきっかけに、立ちくらみがしたり、
血の気が引いて時に気を失うことがあります。 
誰にでも起こる可能性がある体の反応で、通常、横になって休めば自然に回復
します。

発現割合 症　　状
50％以上 接種部位の痛み、疲労、頭痛

10％～50％ 筋肉痛、悪寒、関節痛、下痢、発熱、接種部位の腫れ
１％～10％ 吐き気、おう吐

○インフルエンザ等のワクチンより痛みが強いと感じる方もいます。
○これらの症状の大部分は、接種後数日以内に回復しています。
○疲労や関節痛、発熱など、１回目より２回目の方が、頻度が高くなる症状もあります。

　副反応は、高齢者と比べて若年者の方が高い頻度で生じます。接種を検討している方は、翌日に副反応が起こるこ
とを前提に、接種の予定をお考えください。
　症状が特に重かったり、長引いたりする場合は、医療機関等への受診や相談をご検討ください。
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特 集 新型コロナワクチン接種のお知らせ

　９月のワクチン供給見込みを踏まえ、当面、医療機関での個別接種により実施します（実施医療機関の一覧は６ペ
ージ・７ページに掲載）。今後、ワクチンの供給量が増加した場合は、朝暘武道館を会場とする集団接種を実施します。

接種方法

　令和３年度中に40歳～49歳に達する方（昭和47年４月２日～57年４月１日に生まれた方）

対象

　７月末に、12歳～59歳の方（昭和37年４月２日～平成21年７月31日生まれ）に接種券（クーポン券）を発送し
ました。８月以降に12歳になる方には、誕生月の翌月に順次発送します。

接種券（クーポン券）

　無料（全額公費）

費用

接種の基本事項

　下記の予約スケジュールのとおり、９月４日○土から予約受付を開始します。予約の方法は５ページをご覧ください。
　ワクチンの供給量に応じて予約を受け付けるため、供給状況によっては予約の制限が生じる場合があります。詳し
くはホームページ等で最新情報をご確認ください。

予約開始時期

予約スケジュール
９月 10月

個別接種（各医療機関）

集団接種（朝暘武道館）

40歳～49歳
（昭和47年４月２日～57年４月１日生まれ）

12歳～39歳
（昭和57年４月２日～平成21年 7月31日生まれ）

9/4○土 予約受付開始

※今後、ワクチン供給量が増加した場合に実施予定

※�今後のワクチン供給状況を踏まえて、予約の開始
時期等を検討

※�全体の予約状況により、接種が10
月以降となる場合があります

※50歳～59歳の方は８月中に予約受付を開始。対象の方へはがきでお知らせしています。
※�既に予約受付を開始している基礎疾患のある方や教職員等の優先接種に該当する方、そのほかの50歳以上の方も引
き続き予約することができます。

ー 40歳～49歳の方の予約が始まります ー

12歳～39歳の方の詳細は改めて広報つるおか・ホームページ等でお知らせします
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接種前日までの準備
　接種券（クーポン券）に同封した「新型コロナワクチン予防接種についての説明書」をよく読み、ボールペン等で
予診票の記入をお願いします（鉛筆やこすると消えるボールペンは使用しないでください）。

肩を出しやすい服装で
お越しください

接種当日の注意点

　ご自宅で体温を測定してください。37.5℃以上の発熱がある場合や体調が悪い場合は、接種を控え、予約の取消
しをしてください。

体温測定・体調の確認

　マスクを着用し、肩を出しやすい服装でお越しください。

服装

　□接種券（クーポン券）　　
　□�本人確認書類（運転免許証、健康保険証等）
　□予診票（ボールペン等で記入したもの）
　□健康保険証・お薬手帳（接種後、体調不良の場合に必要となります）
　□母子健康手帳（18歳以下の方）

持ち物

　常時介助が必要な方には、ご家族等の付添いをお願いします。

接種を受ける方への付添い

接種の主な流れ

　①受け付け　　　　　　　②体温測定・予診票確認　　
　③予診　　　　　　　　　④ワクチン接種　　　　　
　⑤接種済証交付　　　　　⑥次回予約（１回目接種の方）
　⑦健康観察（体調に変化がないかなど15分～30分経過を観察します）

●�ワクチンを接種した方は、新型コロナウイルス感染症の発症を予防できると期待されていますが、ほか
の人への感染をどの程度予防できるかはまだ分かっていません。また、ご自身がワクチンを接種してい
ても、周囲の方が接種していないことも考えられます。不織布マスクの着用や、小まめな手洗い、消毒、
３密の回避、換気の励行などの基本的な感染防止対策を徹底してください。
●�新型コロナウイルスは感染力が極めて強い変異株（デルタ株）への置き換わりが進んでいて、県内でも
感染者が確認されています。変異株に対しても、上記の基本的な対策が有効です。
●�２回のワクチン接種を終えた方も感染する可能性があります。マスクの着用など基本的な対策を徹底し
てください。

ワクチン接種後も感染防止対策の継続をお願いします
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特 集 新型コロナワクチン接種のお知らせ

医療機関での受診時に相談、医療機関への電話等医院受付

LINE 右の２次元コードから、またはLINEアプリ内で「＠tsuruokashi」を検索し、
友だち登録して予約フォームへ（24時間）ラ イ ン

鶴岡市コロナワクチン相談・予約センターに電話
☎0120-125-226（午前８時30分～午後５時15分／土曜・日曜日、祝日も含む）コールセンター

右の２次元コードから、市ホームページのワクチン接種予約のページにアク
セスして予約フォームへ（24時間）

WEB ウ ェ ブ

　接種日・時間等は医療機関ごとに異なります。詳しくは各医療機関にご確認ください。実施医療機関の一覧は６ペー
ジ・７ページに掲載しています。

接種日時

予個別接種を予約できる方、予約の方法などは医療機関ごとに異なります。実施医療機関の一覧でご確認ください。

予約方法

予約受付の際にこの番号を確認します。

予約日時と会場をご自身でご記入ください。

２回分の接種券がシールになっています。剝がさずに
そのまま台紙ごと会場にお持ちください。

接種後に接種日・場所等が記入されます。接種の記録
となりますので、２回目接種後はお薬手帳に貼るなど
大切に保管してください。

券番号

予約の
メモ欄

接種券
予防接
種済証

接種券（クーポン券）の見本

広報つるおか　2021 . 95



実施医療機関 当院通院中
以外の方

予約方法
休診日・時間外の接種

その他
ウェブ
・

ライン
コール
センター

医院受付

受診時 電話

第六学区

庄南クリニック ○ ○ ○ ー ー

中村内科胃腸科医院 ○ ー ー ○※ ー ※かかりつけ以外の方は医院窓口で予約。

本田耳鼻咽喉科医院 ○ ○ ○ ○ ☎25-1133

湯田川地区

さくまクリニック ○ ー ー ○ ー

加茂地区

齋藤医院 ○※１ ー ー ○※２ ー ※１�加茂地区近辺の方のみ。
※２�かかりつけ以外の方は医院窓口で予約。

大山・西郷地区

おかべ内科胃腸科医院 ー ー ー ○ ☎33-1322

中里医院 ○※ ー ー ○ ☎33-2142 ※当院の受診歴がある方のみ。

わだ内科医院 ー ー ー ○ ー

藤島地域

石橋内科胃腸科医院 ○ ○ ○ ○ ☎64-2000

こばやしクリニック ○ ー ー ー ☎64-5355

羽黒地域

佐藤医院［野荒町］ ー ー ー ○ ☎62-2130 接種時に20歳以上の方のみ受付
59歳以下はかかりつけの方のみ受付

櫛引地域

遠藤医院 ー ー ー ○ ☎57-2126 休診日接種）9/5○日・23○木午前　　予約）8：00～11：30、13：30
～18：00　　接種時に18歳以上の方（高校生を除く）のみ受付

桂医院 ー ー ー ○ ☎57-3303 電話予約）12：00～13：00
窓口受付）9：00～11：30、16：00～18：00

佐久間医院 ー ー ー ○ ー 時間外接種）土曜日14：00～16：00

土田内科医院 ー ー ー ○ ☎57-5100

鶴岡協立リハビリテーション病院 ー ー ー ○ ☎78-7511

丸岡真柄医院 ー ー ー ○ ☎57-5110※ ※電話予約は診療時間内のみ

温海地域

阿部医院 ○※ ー ー ○ ー ※当院の受診歴がある方のみ。

佐久間医院 ー ー ー ○ ☎43-3146

佐藤診療所［湯温海］ ○※１ ー ー ○※２ ☎43-2037 ※１�温海地域の方のみ。
※２�かかりつけ以外の方は医院窓口で予約。

［第一学区］犬塚医院、［第三学区］こころの医療センター、武田医院、藤吉内科医院は予定人数に達したため受付を停止中。

最新の状況は市ホームページをご覧になるか、コールセンターにお問い合わせください。

※�基礎疾患のある12歳～18歳の方の接種については、かかりつけ医にご相談ください。そのほかの12歳～18歳の方
が接種できる医療機関については改めてお知らせします。
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特 集 新型コロナワクチン接種のお知らせ

実施医療機関 当院通院中
以外の方

予約方法
休診日・時間外の接種

その他
ウェブ
・

ライン
コール
センター

医院受付

受診時 電話

第一学区

石田内科医院 ○ ○ ○ ○ ☎23-0002

斎藤胃腸クリニック ○ ー ー ○ ☎24-7551

斎藤内科医院 ○ ー ー ○ ☎22-3076

鶴岡協立病院・附属クリニック ○ ○ ○ ○ ☎23-6060

たんぽぽクリニック ○ ○ ○ ー ー

心臓・血圧�満天クリニック ー ー ー ○ ☎25-3222 時間外接種）9/16○木・10/7○木14：00～16：30
予約）8：30～12：00、15：00～18：00

みやはらクリニック ○ ○ ○ ○ ☎23-3311

第二学区

いとうクリニック ○ ー ー ○ ☎22-3200

乙黒医院 ー ー ー ○ ☎26-1011

菊地内科クリニック ○ ー ー ○※ ー ※医院窓口で予約。

すこやかレディースクリニック ○ ー ー ー ☎080-2813 -1122
（予約専用）

時間外接種）月・火・木・金曜日13：00～14：00
予約）月・火・木・金曜日10：00～12：00

中目内科胃腸科医院 ー ー ー ○※ ー ※医院窓口で予約。

中村整形外科医院 ー ー ー ○ ー

ましま内科クリニック ー ー ー ○ ☎33-9777

第三学区

伊藤耳鼻咽喉科医院 ○ ○ ○ ー ー

さとう整形外科クリニック ○ ○ ○ ー ー

荘内病院 ー ー ー ○ ー 主治医から指示があった方のみ受付

須田内科クリニック ー ー ー ○ ー

茅原クリニック ー ー ー ○※ ー ※医院窓口で予約。

真島医院 ○※ ー ー ○ ー ※当院の受診歴がある方のみ。

山内循環器クリニック ー ー ー ○ ー

わかな内科医院 ○ ー ー ○ ☎25-2585 65歳以上の方の受付を停止中

第四学区

川上医院 ○※ ー ー ○※ ー ※かかりつけ医のない方は医院窓口で予約。

第五学区

上野整形外科 ○ ー ー ○ ☎25-7676 予約）14：00～17：30
接種時に19歳以上の方のみ受付

岡田医院 ○ ○ ○ ○ ☎090-7212 -8910
（予約専用）

予約）10：00～12：00、14：00～17：00
（木曜日は午前のみ、土曜日は16：00まで）

個別接種実施医療機関
予「当院通院中以外の方」に○印がある医療機関では、その医療機関に通院していない方も受け付けます。
　一部を除き、お住まいの学区・地域以外の医療機関でも接種を受けることができます。
　電話での予約を受け付けていない医療機関もありますので、必ずご確認の上、予約してください。
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し
、
根
を
掘
り
起
こ
し
、
地
面
を
な
ら

し
て
い
く
作
業
は
、
並
大
抵
の
労
働
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
で
も
、
わ
ず
か
数

年
で
広
大
な
土
地
の
開
墾
を
成
し
遂
げ
、
こ

の
地
に
日
本
最
大
級
の
蚕
室
群
を
築
く
ま
で

に
至
っ
た
の
は
、
当
時
の
一
大
輸
出
品
だ
っ

明

　1872年の夏、旧庄内藩士たちは月山の麓の広大な山林
にいました。彼らはどんな思いでこの地に立っていたので
しょうか。
　鶴岡の近代化の礎となった松ヶ岡の開墾。そして今なお
受け継がれる開墾の精神。松ケ岡地区の住民のお二人にお
話を伺いながら、松ヶ岡開墾場に息づく物語をたどります。

　◆問合せ　羽黒庁舎総務企画課☎26‐8771

特集

松ヶ岡
開墾150年
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た
生
糸
を
生
産
し
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献

す
る
こ
と
で
、
戊
辰
戦
争
で
着
せ
ら
れ
た
賊

軍
の
汚
名
を
返
上
し
よ
う
と
い
う
、
彼
ら
の

強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
７
年
に
は
、
西
郷
隆
盛
か
ら

「
気き
せ
つ
り
ょ
う
そ
う
て
ん
ち
し
る

節
凌
霜
天
地
知
」（「
苦
労
は
語
ら
ず
と

も
天
と
地
が
知
っ
て
い
る
」「
人
は
困
難
を

乗
り
越
え
て
大
き
く
成
長
す
る
」
の
２
つ
の

解
釈
が
伝
わ
る
）
の
箴し
ん

（
※
）
が
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。
戊
辰
戦
争
後
、
厳
し
い
処
罰
を
覚

悟
し
て
い
た
庄
内
藩
で
す
が
、
実
際
に
下
さ

れ
た
処
分
は
極
め
て
寛
大
な
も
の
。
そ
の
指

示
を
し
た
の
は
西
郷
隆
盛
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
西
郷
か
ら
贈
ら
れ
た
言
葉
が
、
開
墾
士

た
ち
の
心
の
支
え
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
開
墾
の
精
神

 

「
松
ヶ
岡
開
墾
場
は
徳
義
を
本
と
し
、
産
業

を
興
し
て
国
家
に
報
じ
、
以
て
天
下
に
模
範

た
ら
ん
と
す
」「
気
節
凌
霜
天
地
知
の
箴
は
、

我
が
松
ヶ
岡
の
精
神
な
り
」。

　

松
ヶ
岡
開
墾
場
綱
領
の
一
節
で
す
。
西
郷

隆
盛
か
ら
贈
ら
れ
た
言
葉
が
盛
り
込
ま
れ
、

開
墾
の
精
神
が
記
さ
れ
た
こ
の
綱
領
は
、
大

正
15
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
４
月
７
日
の
開
墾
記
念
日
に
、
関
係

者
全
員
で
唱
和
さ
れ
る
な
ど
、
今
も
な
お
大

切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

庄
内
柿
の
歴
史
は
松
ヶ
岡
か
ら

　

松
ヶ
岡
で
は
、
明
治
28
年
、
開
墾
に
参
加

し
た
旧
庄
内
藩
士
で
、
果
物
の
栽
培
研
究
な

※箴＝教訓

▲養蚕の先進地である群馬県島村（現・伊勢崎市境島村）に研修
　に赴き、学んできた技術で蚕室を建設。棟

とうりょう

梁は旧西田川郡役所
　や旧鶴岡警察署庁舎を手掛けた高橋兼吉らが務めた。

▲蚕室の様子。庄内一円から従業員が集まり養蚕に携わった。昭
　和７年には、約200人が蚕室に宿泊し、養蚕業に従事するなど、
　活気に満ちた一大養蚕場だった。

堀
ほり

 誠
まこと

 さん
松ヶ岡開墾場理事長。長年同開墾場の
理事や副理事長を務め、平成30年か
ら現職。高祖父が開墾士。

　当時、開墾する所はくじで決めたといいます。番号の若い
くじを引いた組から順に場所を選んでいった。簡単な所から
選ぶこともできたはずですが、彼らはそれを決してしなかっ
た。開墾が難しい所を我先にと選んでいったのです。
　そこには、松ヶ岡開墾場綱領にある〝産業を興して国家に
報じ、以て天下に模範たらんとす〟という言葉通りの気持ち、
庄内藩の武士としての誇りがあったのだろうと思います。
　松ヶ岡の開墾は、明治時代に全国各地で行われた「士族授
産」という言葉では語り切れないものです。開墾の歴史、精
神や意義は、何もしなければ、時がたてばたつほどに薄れて
いってしまう。それを次の世代、未来を担う子供たちに伝え
ていくのが、今を生きる私たちの使命だと思っています。
　開墾150年を迎えた今年、松ヶ岡の持つ歴史や文化・伝統
を改めて学びながら、開墾に従事した人たち、また、それ以
降もいろんな苦労を重ねて松ヶ岡の維持・発展に尽力してく
れた人たちに感謝を伝える年にしたいですね。

開
墾
の
精
神
や
意
義
を
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
。

特集　松ヶ岡開墾150年



10

ど
を
し
て
い
た
酒
井
調
ち
ょ
う
り
ょ
う
良
の
薦
め
で
、
種
無

し
柿
の
栽
培
が
開
始
さ
れ
ま
す
。「
調
良
柿
」

と
呼
ば
れ
た
そ
の
柿
は
、
渋
抜
き
方
法
な
ど

の
改
良
が
重
ね
ら
れ
、
大
正
14
年
、
当
時
の

皇
太
子
殿
下
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
「
庄
内
柿
」
と
い
う
名
前
に
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
桑
の
量

が
そ
れ
ほ
ど
必
要
な
く
な
る
と
、
昭
和
８
年

に
は
、
こ
れ
ま
で
桑
畑
だ
っ
た
所
を
柿
畑
に

転
用
し
ま
す
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
松
ヶ

岡
は
庄
内
柿
の
一
大
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
11
年
に
は
西
洋
梨
の
栽
培

が
試
み
ら
れ
、
昭
和
59
年
に
は
桃
の
栽
培
が

始
め
ら
れ
る
な
ど
、
松
ヶ
岡
は
果
樹
の
産
地

と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
令
和
2
年
に
は
民
間
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。
新
た
な
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

松
ヶ
岡
で
は
、
か
つ
て
広
大
な
桑
園
だ
っ

た
所
が
水
田
や
畑
、
果
樹
園
と
し
て
利
用
さ

れ
、
開
墾
士
た
ち
が
切
り
開
い
た
土
地
は
、

人
々
の
手
で
、
現
在
も
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
の
面
影
を
今
に
残
す
松
ヶ
岡

　

松
ヶ
岡
開
墾
場
は
、
開
墾
の
本
部
と
し
て

使
わ
れ
た
本
陣
や
、
10
棟
建
て
ら
れ
た
蚕
室

の
内
５
棟
が
明
治
初
期
の
姿
で
残
り
、
開
墾

当
時
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
ケ
岡
地
区
で
は
、
明
治
20
年
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
住
民
総
出
で
行
う
茅か
や

刈

り
や
雪
囲
い
と
い
っ
た
作
業
が
今
も
続
け
ら

れ
、
開
墾
が
始
ま
っ
た
当
時
に
育
ま
れ
た
共

同
の
精
神
が
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。

◀庄内の秋を代表する味覚の一つ
　「庄内柿」。種がなく四角い形を　
　しているのが特徴で、松ヶ岡の
　特産品として人気。

▶８月は桃の最盛期。松ヶ岡の
　土壌は月山の火山灰が含まれ、
　排水性が高いため、桃や柿の
　栽培に適しているといわれる。

▲▶令和２年にオープンしたワイナリ
　　ー「ピノ・コッリーナ」。建物の
　　裏手には雄大なブドウ畑が広がる。

特集　松ヶ岡開墾150年

金
か ね こ

子 涼
りょうこ

子 さん
㈱松ヶ岡農場代表取締役。松ヶ岡開墾
場の歴史と開墾の精神を大切にしなが
ら、庄内柿や桃、枝豆やアスパラガス
などの生産に取り組む。

　「松ヶ岡」と聞いたとき、やはり多くの方が養蚕や絹産業
のことを連想すると思います。でも、実は開墾した土地では、
明治時代から柿などの庄内を代表する農産物も作られてきた
んですよ。　
　今年、開墾150年の節目を迎えましたが、開墾の歴史、精
神や意義は、今、松ヶ岡に暮らす人だけのものではないはず
です。明治の初め、多くの旧庄内藩士たちの手によってこの
地が切り開かれていきましたが、開墾には庄内全域の人たち
の応援、協力がありました。それが鶴岡そして庄内の近代化
につながっていったのです。
　時が流れ、養蚕業が一つの区切りを迎えても、松ヶ岡では
様々な農産物が作られ続け、開墾した土地は、荒れることな
く現在まで大切に受け継がれています。私たち松ヶ岡農場も、
先人たちが苦労して切り開いたこの地を守り続けたいという
思いを常に持ち、農業生産法人としてまい進していきます。
　絹産業以外の松ヶ岡の歴史・魅力も、ぜひ知ってくださいね。

先
人
た
ち
が
切
り
開
い
た
土
地
を
守
り
た
い
。
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明
治
の
初
め
に
開
墾
士
に
よ
っ
て
形
作
ら

れ
た
集
落
の
中
で
、
歴
史
的
な
建
物
や
開
墾

地
の
景
観
、
開
墾
の
精
神
が
今
も
な
お
継
承

さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
国
で
も
松
ケ
岡
地
区

だ
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
有
形
無
形
の
歴
史
的
・
文
化
的

な
遺
産
や
物
語
性
は
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成

元
年
に
国
指
定
史
跡
、
平
成
21
年
に
近
代
化

産
業
遺
産
群
に
指
定
。
ま
た
、
平
成
29
年
に

は
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
ヶ
岡
に
吹
く
風
は
永
遠
に

　

４
月
７
日
、
開
墾
記
念
日
。
澄
ん
だ
風
が

満
開
の
桜
の
花
び
ら
を
揺
ら
す
松
ヶ
岡
開
墾

場
に
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
、

１
つ
の
の
ぼ
り
旗
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
ヶ
岡
に
東
北
農
家
研
究
所
（
現
・
東
北

振
興
研
修
所
）
を
創
立
し
た
菅
原
兵ひ
ょ
う
じ治
氏
か

ら
、
開
墾
80
年
に
当
た
る
昭
和
26
年
に
贈
ら

れ
た
旗
を
新
し
く
染
め
抜
い
た
も
の
で
す
。

　
「
松
風
萬
古
」（
松
ヶ
岡
に
吹
く
風
が
永
遠

で
あ
る
よ
う
に
）。〝
松
風
〟
に
は
松
ヶ
岡
に

吹
く
清
ら
か
な
風
と
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
開
墾
の
精
神
や
気
風
と
い
う
、
２
つ

の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

松
ヶ
岡
の
開
墾
の
精
神
は
永
遠
に
─
。

　

旧
庄
内
藩
士
た
ち
に
よ
る
松
ヶ
岡
の
開
墾

は
、
今
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
礎
と
な
る
も

の
で
し
た
。
開
墾
１
５
０
年
を
迎
え
た
今
、

松
ヶ
岡
の
歴
史
、
そ
し
て
、
開
墾
が
果
た
し

た
意
義
や
先
人
た
ち
の
思
い
を
改
め
て
学
び
、

未
来
へ
と
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

特集　松ヶ岡開墾150年

　明治時代の面影を今に伝えている松ヶ岡開墾場。
　平成29年には、松ヶ岡の開墾から始まった鶴岡の
絹にまつわる歴史的な価値や魅力に基づくストーリー
が認められ、「サムライゆかりのシルク 日本近代化の
原風景に出会うまち鶴岡へ」が日本遺産に認定されて
います。
　また、市では平成31年３月に「史跡松ヶ岡開墾場
保存活用計画」を策定。松ヶ岡開墾場の持つ景観、絹

産業、食などの多様な地域資源を生かし、価値と魅力
を引き出しながら、新たな産業創出や地域活性化に取
り組んでいます。現在は、来年４月のオープンを目指
し、松ヶ岡開墾場内の４番蚕室で、鶴岡の絹産業の歴
史を振り返りながら、学びや体験などができる施設の
整備を進めています。
　今年度は、開墾150年を記念したイベント等も実施。
ぜひ松ヶ岡に足を運んでみてください！

★松ヶ岡開墾150年記念 須藤玲子氏特別展示会
　サーキュラー・デザイン─kibisoはつづく─
　日　時／９月18日（土）～10月17日（日）9：00
　　　　　～16：00（初日は14：00から。水曜定休）
　会　場／松ヶ岡開墾場２番蚕室

★松ヶ岡開墾150年記念 トークショー
　シルクの可能性と未来 松ヶ岡から世界へ
　日　時／９月18日（土）14：00
　会　場／松ヶ岡開墾場５番蚕室
　対　象／庄内地域在住の方100人（ライブ配信あり）
　出　演／須藤玲子氏（テキスタイルデザイナー）
　　　　　中山ダイスケ氏（東北芸術工科大学学長）

★松ヶ岡開墾150年記念 松ヶ岡クラフトフェス
　日　時／９月19日（日）10：00～16：00
　　　　　　・20日（月）10：00～15：00
　会　場／松ヶ岡開墾場
　内　容／様々な分野の作家こだわりの作品の展示・
　　　　　販売。ピノ・コッリーナのフードマルシェ
　　　　　同時開催

○問合せ　羽黒庁舎総務企画課☎26‐8771

鶴岡の絹。その物語を紡いでいく。

▲１階では、養蚕から絹製品になるまでを学ぶとともに、糸紡ぎ、
　真綿作りなどを体験できる。２階には養蚕棚を復元する。

開墾150年記念事業のお知らせ

１F

２F【４番蚕室リニューアルイメージ】

▶２番蚕室内では鶴岡
　のシルク製品ブラン
　ド「k

キ ビ ソ

ibiso」を展示・
　販売している。同ブ
　ランド開発に携わっ
　たテキスタイルデザ
　イナーの須藤玲子氏
　がデザインを手掛け
　た製品が数多く並ぶ。

【「kibiso」ブランドで鶴岡シルクを発信】

キビソとは、蚕が最初に吐く糸のこと。
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4866

令和３年成人式と令和４年成人式の開催のお知らせ

延期していた令和３年成人式は来年４月30日○土に開催します

■問本所防災安全課☎内線186

地域住民の避難・情報伝達、避難所開設訓練、防災機関の訓練等を実施します

山形県・鶴岡市合同総合防災訓練のお知らせ

■日時　９月12日○日午前９時～正午
※�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
一般の方の訓練の見学はご遠慮ください。

緊急速報メールが流れます
　市内全域に午前９時頃メールを配信します。
災害等と間違えないよう注意してください。

車両通行止めを行います
　午前７時30分～午後０時30分の間、主要
地方道藤島由良線の一部と海明通りで車両通
行止めを行います（右図）。ご不便をお掛け
しますが、ご協力をお願いします。

由良地区を会場に、地震・津波を想定した総合防災訓練を県と合同で行います。

�令和３年鶴岡市成人式の開催
■�式典開始時間・対象中学校区
　午前10時30分…�鶴岡一中、鶴岡四中、鶴岡五中、

藤島中、櫛引中
　午後１時30分…�鶴岡二中、鶴岡三中、豊浦中、

羽黒中、朝日中、温海中
■会場　
　荘銀タクト鶴岡
■対象　
　�平成12年４月２日～13年４月１日生まれの方
■その他
　�・�参加は事前登録制とし、県外在住者は式典前１
週間以内のＰＣＲ検査の実施を条件とするなど、
感染予防対策を徹底した上で行います。

　・�事前登録の方法や感染予防対策の詳細は、決ま
り次第市HP等でお知らせします。

　・�開催の可否は、約１か月前に感染状況等を踏ま
え判断し、開催が困難になった場合は、安全が
十分に確認された時期での開催を検討します。

　

令和４年鶴岡市成人式の開催
■期日　�来年１月９日○日（午前と午後の２回に分

けて開催）
■会場　荘銀タクト鶴岡
■対象　�平成13年４月２日～14年４月１日生ま

れの方
※�詳細は、決まり次第市HP等でお知らせします。

至　加茂

至　三瀬

由良保育園

旧由良小学校

由良コミュニ
ティセンター

白山島

国道７号

主要地方道藤島由良線

車両通行度め区間

う回路

海明通り

　

連
日
の
猛
暑
が
続
く
８
月
の
早
朝
に
こ
の

原
稿
を
書
い
て
い
る
。
セ
ミ
の
声
の
向
こ
う

に
、
日
が
高
く
な
る
前
に
畑
仕
事
を
し
て
い

る
母
の
姿
が
見
え
た
。
今
日
も
一
日
が
始
ま

る
、
何
げ
な
い
日
常
、
た
だ
マ
ス
ク
を
手
放

せ
ず
に
市
役
所
へ
向
か
う
。

　

８
月
１
日
に
鶴
岡
市
で
は
約
２
か
月
ぶ
り

の
新
規
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
連
日

の
感
染
公
表
が
続
い
た
。
変
異
株
へ
の
警
戒

を
呼
び
掛
け
つ
つ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗

が
気
に
な
る
。
５
月
19
日
か
ら
始
ま
っ
た
本

市
の
集
団
接
種
は
、
８
月
10
日
で
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
約
９
割
の
方
が
接
種
を
完
了
し
、

一
区
切
り
を
迎
え
た
。
希
望
者
に
は
７
月
ま

で
に
と
の
政
府
の
大
号
令
を
踏
ま
え
、
２
回

目
の
接
種
が
８
月
と
な
っ
て
い
た
方
の
振
替

対
応
も
行
っ
た
。
年
初
に
設
置
し
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
室
の
頑
張
り
、
そ
し
て
医
師
会

は
じ
め
接
種
関
係
者
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご

尽
力
が
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

全
国
的
な
ワ
ク
チ
ン
供
給
の
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
７
月
に
60
歳
か
ら
64
歳
の
方
、
59

歳
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
、
８
月
に
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
、
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
の
観
点
で
、

学
校
、
保
育
所
ほ
か
福
祉
施
設
、
飲
食
・
宿

泊
、
交
通
関
係
者
等
と
順
次
予
約
を
開
始
し
、

８
月
10
日
時
点
で
、40
歳
の
方
ま
で
の
実
施

の
目
途
が
つ
い
た
。
12
歳
か
ら
39
歳
の
方
に

つ
い
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
関
係
者
と
連
携
し
、

接
種
を
進
め
て
い
く
。

　

早
い
も
の
で
こ
の
９
月
定
例
会
が
任
期
中

最
後
の
市
議
会
と
な
る
。
７
月
の
臨
時
会
で

は
、
推
定
年
収
２
６
０
万
円
以
上
４
７
０
万

円
未
満
の
世
帯
の
０
歳
～
２
歳
の
保
育
料
を

県
と
連
携
し
無
償
化
す
る
事
業
が
成
立
し
た
。

一
方
で
、９
月
に
ペ
イ
ペ
イ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
提
案
に
つ
い
て
は
成
立
さ
せ
る （44）
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福
祉
・
医
療
・
年
金

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に�

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
掛
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
内
、
低
い
方
の
額
を
助
成　

■申
９
月
30
日
○木
ま
で
申
請
書
、
通
院
報
告
書
、

領
収
書（
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用
し
た
方
の
み
）

を
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

９
月
５
日
～
11
日
は「
救
急
医
療
週
間
」

救
急
医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

　

尊
い
命
を
救
う
救
急
医
療
が
、
適
切
・
迅

速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、「
か
か
り
つ
け
医
」「
荘

内
病
院
な
ど
の
地
域
医
療
支
援
病
院
」「
休

日
夜
間
診
療
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

重
症
重
篤
患
者
が
安
心
し
て
救
急
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
受
診
に

つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
夜
間
や
休
日
ま
で

我
慢
せ
ず
「
通
常
の
診
療
時
間
内
」
に
早
目

に
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

▽
夜
間
や
休
日
に
軽
症
で
の
受
診
の
際
は

「
休
日
夜
間
診
療
所
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

（
診
療
日
は
本
紙
25
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）内「
鶴
岡
地
区
救
急

医
療
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３
６
１

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

■対
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
で
、
所
得
が
一
定
以
下
の
方

■
届
出　

既
に
給
付
金
を
受
給
し
て
い
て
、

引
き
続
き
要
件
を
満
た
す
方
は
、
手
続
き
が

原
則
不
要
で
す
。
給
付
金
未
受
給
者
で
給
付

対
象
に
な
り
得
る
方
に
は
、
８
月
末
以
降
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
が
届
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
規
で
年
金
を
受
給
さ
れ
る
方
は
、

給
付
金
も
併
せ
て
請
求
が
必
要
で
す　

■
支

給　

金
額
は
、
保
険
料
納
付
期
間
や
所
得
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年
金
と
同
じ
日
・
同

じ
口
座
に
、
年
金
と
は
別
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
（
要
件
に
該
当
し
て
い
れ
ば
、
継
続
的
に

支
給
さ
れ
ま
す
）。
原
則
、
請
求
し
た
月
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
対

象
と
な
る
方
は
速
や
か
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い　

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４

０
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度�

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■問本所都市計画課☎内線463

鶴岡公園周辺道路を安全に歩けるように整備します

完成イメージ

　鶴岡工業高校・鶴岡南高校前の
鶴岡公園内堀周辺道路（市道鶴岡
公園新形町線）では、歩行者の安
全確保や鶴岡公園の回遊性向上な
どを目的に、令和元年度から道路
整備を行っています。
　これまでの車道幅を確保しつつ、
無電柱化や車道と歩道を分離する
ためのポール設置を行うことで、
高校生の登下校や観光客の散策な

どの際、今まで以上に安全に安心
して歩けるようになります。
　工事最終年度の今年度は、歩道
と車道の境界へのポール設置や歩
行帯の路面着色、街路灯の整備な
どを行います。完成は12月下旬
の予定です。
　工事期間中は、交通規制等でご
不便をお掛けしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
庄
内
２
市
２
町
で

言
わ
ば
リ
レ
ー
に
よ
る
ペ
イ
ペ
イ
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
実
施
・
予
定
さ
れ
る
中
で
、10
月
以

降
の
加
盟
店
の
利
用
料
負
担
等
に
鑑
み
、
９

月
で
の
第
２
弾
の
実
施
を
提
案
し
た
も
の
だ

っ
た
が
、議
会
か
ら
は
、①
事
業
の
実
施
時
期

や
地
域
振
興
基
金
を
財
源
と
す
る
こ
と
の
妥

当
性
、②
消
費
者
・
事
業
者
の
参
画
に
係
る
事

業
の
公
平
性
の
問
題
等
の
ご
指
摘
を
頂
い
た
。

　

市
議
会
と
市
当
局
は
ま
さ
に
車
の
両
輪
で

あ
る
。
３
月
定
例
会
に
小
規
模
事
業
者
へ
の

支
援
を
提
案
し
た
と
き
、
４
月
に
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
も
第
３
波
で
終

わ
る
の
で
は
な
い
か
、
最
後
の
経
済
対
策
に

な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
希
望
を
持
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
現
実
は
、
思
う
と
お
り
に
は

進
ま
な
い
。
第
４
波
か
ら
第
５
波
へ
、
こ
の

夏
も
、
帰
省
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
不
条
理
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

影
響
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
長
期
化
す
る
と
は
、

一
体
誰
が
予
想
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
議
会

の
ご
意
見
を
重
く
受
け
止
め
つ
つ
、
そ
れ
で

も
中
小
事
業
者
の
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、

お
互
い
が
歩
み
寄
っ
て
物
事
を
実
現
す
る
こ

と
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

朝
、登
庁
し
、出
勤
し
て
き
た
職
員
に
、廊

下
で
す
れ
違
う
市
民
の
皆
様
に
挨
拶
を
す
る
。

職
員
同
士
が
挨
拶
す
る
声
も
聞
こ
え
る
。
市

の
一
般
会
計
の
決
算
が
令
和
元
年
度
に
続
き
、

２
年
度
も
黒
字
を
確
保
し
、
荘
内
病
院
は
新

病
院
に
な
っ
て
初
め
て
黒
字
を
実
現
し
た
と

報
告
を
受
け
た
と
き
、
平
成
の
大
合
併
に
よ

っ
て
財
政
的
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
期
間
か
ら

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
受
け
、
市
財
政
運
営
を
何

と
か
や
り
く
り
で
き
た
と
安
ど
し
た
。
た
だ
、

こ
れ
ま
で
の
市
債
（
借
金
）
の
返
済
が
本
格

化
し
て
お
り
、
油
断
は
で
き
な
い
。
令
和
元

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
10
年
を
計
画
期
間
と

す
る
第
２
次
鶴
岡
市
総
合
計
画
と
行
財
政
改

革
を
両
立
さ
せ
、
議
会
の
声
も
反
映
さ
せ
な

が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。



14

が
必
要
な
場
合
も
同
様
）。
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０

９
月
21
日
～
30
日
は�

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し

ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
改
め
て
交
通
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
気
を
付
け
、
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す�

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
遭
難
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
携
帯
電

話
等
を
持
ち
通
信
手
段
を
確
保
す
る　

▽
道

に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い　

▽

早
く
出
掛
け
早
く
帰
る　

▽
熊
に
注
意
し
鈴

や
ラ
ジ
オ
等
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
８

熊
の
出
没
に
注
意

　

秋
を
迎
え
る
と
、
熊
は
冬
眠
に
備
え
、
食

べ
物
を
求
め
て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特
に

早
朝
と
夕
方
は
、
活
動
が
活
発
に
な
り
遭
遇

す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
山
や
山
際

の
農
地
に
出
掛
け
る
際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ

オ
等
、
音
の
よ
く
出
る
も
の
を
携
帯
し
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

品
な
ど
の
入
っ
た
容
器
が
混
入
す
る
と
、
事

故
の
原
因
に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

　

農
薬
や
化
学
薬
品
な
ど
の
、
危
険
性
の
あ

る
物
は
市
の
施
設
で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

家
庭
菜
園
な
ど
で
使
用
す
る
際
は
、
適
正
量

の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
使
い
切
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

秋
の
収
穫
作
業
中
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
は
秋
季
農

作
業
事
故
防
止
強
化
期
間
で
す
。
次
の
こ
と

に
留
意
し
、
秋
作
業
等
で
の
農
作
業
事
故
の

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
に

備
え
、
労
災
保
険
や
任
意
保
険
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

▽
作
業
前
に
安
全
確
認
、
環
境
整
備
を　

▽

作
業
に
適
し
た
服
装
で　

▽
点
検
整
備
は
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て　

▽
計
画
的
な
作
業
で
、

適
度
な
休
憩
を　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
フ
ロ
ン
類

を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
を
適
切
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷

凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事
の
登
録
を

受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
で
す
（
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回
収

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
貸
付
け
制
度
で
す
。

子
供
の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業

料
に
充
て
る
た
め
の
資
金
や
、
親
が
就
職
等

の
た
め
に
技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税
・
生
活
・
そ
の
他

市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

　

期
間
中
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
の
入
札
が

可
能
な
期
間
入
札
の
形
式
で
行
い
ま
す
。
物

件
に
よ
っ
て
は
農
業
委
員
会
発
行
の
買
受
適

格
証
明
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■日
10
月
25
日
○月
～
29
日
○金
（
期
限
内
必
着
）

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
８　

■他
市
HP

農
薬
・
薬
品
を
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

燃
や
さ
な
い
ご
み
は
、
作
業
員
の
手
で
選

別
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
薬
や
化
学
薬

　

ま
た
、
熊
は
蜂
蜜
が
好
物
な
の
で
、
蜂
の

巣
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。
未
収
穫
の
野
菜
や

果
物
等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
餌
に
な
る
の

で
、
残
さ
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
刺
激
し
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
離
れ
、
本
所
農
政
課
☎
内
線

５
８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

目
撃
し
た
場
所
が
民
家
に
近
い
場
合
は
、

警
察
署
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
事
業

　

市
で
は
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
防
止
を
図
る
た
め
、
農
業
者
、
営
農
組
織
、

生
産
組
合
等
を
対
象
に
次
の
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
有
害
鳥
獣
被
害
軽
減
モ
デ
ル
事
業　

電
気

柵
設
置
に
掛
か
る
費
用
の
２
分
の
１
以
内
を

補
助
（
上
限
20
万
円
）

▼
鳥
獣
被
害
防
止
地
域
活
動
支
援
事
業　

地

域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
の
活
動
経
費
を
補
助
（
１
年
目
…
上
限
10

万
円　

２
年
目
～
５
年
目
…
上
限
５
万
円
）

▼
有
害
鳥
獣
対
策
事
業　

防
鳥
ネ
ッ
ト
、
侵

入
防
止
柵
の
購
入
に
掛
か
る
費
用
の
２
分
の

１
以
内
を
補
助
（
上
限
10
万
円
）

▼
狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業　

狩
猟
免
許
・

銃
所
持
許
可
の
取
得
に
掛
か
る
費
用
の
２
分

の
１
以
内
を
補
助（
上
限
９
万
５
、９
０
０
円
）

■申
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
８
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■他
来
年
度
の
事
業

実
施
に
向
け
て
の
要
望
等
は
９
月
30
日
○木
ま

で
受
け
付
け
ま
す

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

３

羽黒
荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
て
２
階
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
家
族
向
け
）
１

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
１

日
○水
～
21
日
○火
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
藤
島
・
羽
黒
・
朝
日
庁
舎
産
業
建

設
課
へ公

園
等
の
整
備
費
に
充
て
る
た
め�

市
有
緑
地
を
公
募
抽
せ
ん
で
売
却
し
ま
す

件物
所
在
地
（
市
内
）

面
積

地
目

価
格

１
大
塚
町
34
‐
26

３
７
５
・
０
０
㎡

宅
地

１
、０
５
３
万
円

■日
10
月
６
日
○水
午
前
９
時　

■場
市
役
所
本
所

４
階
ロ
ビ
ー　

■申
９
月
24
日
○金
ま
で
本
所
都

市
計
画
課
☎
内
線
４
６
２
へ　

■他
市
HP
。
購

入
希
望
面
積
の
相
談
可　

９
月
10
日
の「
下
水
道
の
日
」に

ち
な
ん
だ
作
品
展
示
・
投
票

■日
９
月
６
日
○月
～
22
日
○水　

■時
・
■場
上
下
水

道
部
、
市
役
所
本
所
市
民
ロ
ビ
ー
…
平
日
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

水
道
資
料

館
…
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■内
下
水
道
い

ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
応

募
作
品
の
展
示
、
標
語

作
品
へ
の
投
票　

■問
同

部
下
水
道
課
☎
25
‐
５

８
６
０９

月
20
日
～
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」�

飼
う
前
も
、飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う

　

動
物
を
飼
う
場
合
は
、
次
の
こ
と
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。　

▽
飼
い
主
は
動
物
を
終
生
大
切
に
飼
い
、
正

し
い
知
識
と
責
任
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う

（
動
物
を
虐
待
・
遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で

す
）　

▽
繁
殖
を
望
ま
な
い
・
産
ま
れ
て
も

自
分
で
育
て
ら
れ
な
い
場
合
は
動
物
病
院
等

で
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う　

▽
毎

日
の
世
話
を
通
し
て
健
康
管
理
を
し
、
動
物

の
種
類
に
合
っ
た
快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し

ょ
う　

▽
マ
ナ
ー
良
く
、
近
所
の
人
に
も
迷

惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う　

▽
盗

難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
、
首
輪
や
迷
子
札
な

ど
で
所
有
者
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４
７

４
８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
飼
い
主

を
探
す
た
め
の
掲
示
板
も
設
け
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

市役所本所庁舎でダイヤルインを実施します

９月１日から、市役所本所庁舎で各部署への直通電話（ダイヤルイン）を導入します。
なお、市役所本所の代表電話番号☎25‐2111は変更ありません。

■問本所契約管財課☎内線335

部・課名 直通電話番号

総務部

総務課 庶務係☎35‐1114　
広報広聴係☎35‐1117

契約管財課 契約検査係☎35‐1154　
管財係☎35‐1157

職員課 ☎35‐1159

課税課

市民税第一係☎35‐1163　
市民税第二係☎35‐1169
市民税第三係☎35‐1172　
諸税係☎35‐1176
資産税管理係☎35‐1178　
資産税評価係☎35‐1179

納税課 納税係☎35‐1182　
収納管理係☎35‐1183

企画部

政策企画課 ☎35‐1184
食文化創造都市推進課 ☎35‐1185
地域振興課 ☎35‐1191
情報企画課 ☎35‐1193

市民部

市民課
管理係☎35‐1194　
市民係☎35‐1197　
戸籍係☎35‐1201

コミュニティ推進課 ☎35‐1203
防災安全課 ☎35‐1204
環境課 ☎35‐1247

部・課名 直通電話番号

健康
福祉部

地域包括ケア推進室 ☎35‐1251
長寿介護課 ☎35‐1289
子育て推進課 ☎35‐1291

福祉課
地域福祉係☎35‐1252　
障害福祉係☎35‐1273
生活福祉係☎35‐1285

国保年金課 国保医療係☎35‐1292　
国保年金係☎35‐1294

農林
水産部

農政課 ☎35‐1295、☎35‐1296、
☎35‐1297

農山漁村振興課 ☎35‐1298
商工
観光部

商工課 ☎35‐1299
観光物産課 ☎35‐1301

建設部

都市計画課
管理係☎35‐1302　
都市計画係☎35‐1315
公園緑地係☎35‐1332

土木課

業務係☎35‐1341　
工務係☎35‐1385
道路維持係☎35‐1403　
用地係☎35‐1424

建築課
住宅管理係☎35‐1428　
建築指導係☎35‐1432
建築係☎35‐1466
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鶴岡 江戸川区特産の金魚展示

同区との友好都市盟約40周年を記念し
て展示。琉金や東錦など、みやびな金魚
が来館者をお出迎えです。「奇麗だね～」

８.９
   ～31

＜加茂水族館＞

温海 こどもＤＩＹ教室

あつみ杉の置き型カレンダー作りに挑戦。
子供たちが数字や曜日に思い思いの色を
塗り、個性が光る作品を完成させました。

７.27

＜温海ふれあいセンター＞

藤島 クラシックデュエット「kirsch torte concert」

今年活動を始めた「k
キ ル シ ュ

irsch t
ト ル テ

orte」による
初コンサート。ピアノとクラリネットの
美しいハーモニーが観客を魅了しました。

７.24

＜東田川文化記念館＞

で き ご と

ま ち の

ト ピ ツ ク ス

つほ と

朝日 とりキャン in 大鳥自然の家

８.１

＜大鳥自然の家周辺＞

「そっち行ったよ！」子供たちが、魚の
つかみ捕りなど様々な自然体験を日帰り
で満喫。夏休みの思い出を作りました。

櫛引 黒川能野外能楽「水焰の能」

観覧を市内居住者に限定して開催。かが
り火が水面に浮かぶ幻想的な雰囲気の中、
能や狂言、舞ばやしが披露されました。

８.７

＜櫛引総合運動公園＞

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

ピ
ア
ノ
一
日
開
放

■日
９
月
23
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
６
時　

■定

18
組
（
１
組
５
人
ま
で
）　

■内
ス
タ
イ
ン
ウ

ェ
イ
製
ピ
ア
ノ
と
ヤ
マ
ハ
製
ピ
ア
ノ
を
自
由

に
演
奏
（
１
組
30
分
間
）　

■申
９
月
15
日
○水

ま
で
温
海
生
涯
学
習
振
興
会
☎
43
‐
４
４
１

１
へ　

■他
HP

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド

■日
９
月
23
日
○木
～
26
日
○日
、
10
月
２
日
○土
・

３
日
○日
午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分　

■内
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
五
重
塔
ま
で
の
石
段

を
カ
ラ
ー
で
照
ら
す　

■費
５
０
０
円
（
中
学

生
以
下
無
料
）　

■問
羽
黒
町
観
光
協
会
☎
62

‐
４
７
２
７　

■他
10
月
２
日
・
３
日
は
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
運
動
で
五
重
塔
を
ピ
ン
ク
色
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
９
月
25
日
○土　

■時
・
■内
▽
午
後
１
時
…
孔

子
祭　

▽
１
時
45
分
…
致
道
館
の
日
式
典
、

講
話
「
致
道
館
の
日
に
寄
せ
て
‐
令
和
の
日

本
型
学
校
教
育
と
致
道
館
の
教
育
‐
」
生
田

浩
樹
氏
（
元
小
学
校
長
）　

▽
２
時
45
分
…

児
童
・
生
徒
の
論
語
作
文
発
表
会　

▽
３
時

15
分
…
講
演
「
松
ヶ
岡
開
墾
場 

開
墾
百
五

十
年
を
迎
え
て
‐
先
人
に
感
謝
し
次
の
世
代

に
伝
え
る
‐
」
堀
誠
氏
（
松
ヶ
岡
開
墾
場
理

事
長
）　

■場
荘
内
神
社
参
集
殿　

■定
70
人

中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展

■日
９
月
16
日
○木
～
20
日
○月
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
20
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
鶴
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
☎
24
‐
８
６
４
０
ま
た
は

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
４
へ

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村 

観
光
く
り
園
オ
ー
プ
ン

■日
９
月
18
日
○土
～
10
月
中
旬
午
前
10
時
～
午

後
４
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
１
０
０
円
（
別
途
ク
リ
代
）　

■申
そ
ば

処
大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

旅
す
る
国
際
村
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
編

■日
９
月
19
日
○日
午
後
３
時　

■定
40
人　

■内
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
を
使
っ
た
ツ
ア
ー　

■
ガ
イ

ド　

ア
ヌ
シ
ュ
カ
氏
、
ア
ビ
ジ
ッ
ト
・
ム
レ

イ
氏
（
イ
ン
ド
在
住
）　

■費
１
ア
カ
ウ
ン
ト

５
０
０
円
（
複
数
人
で
の
参
加
可
）　

■申
出

羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

樋
渡
彩
のLES JA

RD
IN

■日
９
月
19
日
○日
午
後
７
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム　

■
出
演　

樋
渡
彩
（
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
）、石
黒
桃
子
（
ピ
ア
ノ
）　

■費
大
人

…
２
、
０
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
１
、
０

０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

お
ん
が
く

ハ
ウ
ス　

会
館　

■申
新
日
本
婦
人
の
会
鶴
岡
支
部
（
佐

藤
）
☎
25
‐
８
８
２
３

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
制
で
実
施
し
ま
す　

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
９
月
５
日
○日
、
10
月
２
日
○土
午
前
10
時
30

分
～
午
後
２
時　

■内
朝
日
地
域
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
バ
イ
キ
ン
グ　

■費
１
皿
１
０
０
円　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５

５
「
秘
奥
深
密
（
ヒ
ミ
ツ
）
の
湯
殿
山
―
語
ら

れ
ぬ
山
の
物
語
―
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■日
９
月
11
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■費
大
人
…

２
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
１
５
０
円　

小
・
中
学
生
…
１
０
０
円　

■場
・
■問
い
で
は

文
化
記
念
館
☎
62
‐
４
７
２
７

鶴
岡
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
１
９
７
８ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

■日
９
月
11
日
○土
午
後
５
時　

■場
荘
内
神
社
参

集
殿　

■費
２
、
０
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０

円
増
し
）　

ス
テ
ラ
の
会　

星
を
見
る
会 

仲
秋
の
名
月
と
木
星
、
土
星
に
つ
い
て

■日
９
月
16
日
○木
午
後
７
時

■場
中
央
公
民
館　

■内
解
説
、

観
望　

■費
１
０
０
円
（
幼

児
無
料
）　

■持
懐
中
電
灯

　
　

■他
資
料
を
希
望
す
る
方
は
１
０
０
円
。

催
し

ひ
ょ
う
被
害
に
遭
っ
た
農
家
を
応
援　

く
し
び
き
☆
え
く
ぼ
フ
ル
ー
ツ
フ
ェ
ア

■日
９
月
４
日
○土
～
11
月
下
旬　

■場
市
内
飲
食

店
・
製
菓
店
等　

■内
櫛
引
地
域
の
ひ
ょ
う
被

害
フ
ル
ー
ツ
（
え
く
ぼ
フ
ル
ー
ツ
）
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
等
の
販
売　

■問
櫛
引
庁
舎
産
業

建
設
課
内
「
櫛
引
地
域
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
57
‐
２
１
１

５
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
こ
と
も
っ
と
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
カ
フ
ェ

■日
９
月
４
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
勤
労
者

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
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るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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に
負
け
な
い
た
め
の
お
得
な
話
～
」
飯
渕
義

晃
氏
（
奥
山
歯
科
診
療
所
院
長
）、「
荘
内
病

院
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」
栗
田
香
（
荘
内
病
院
感
染
管
理
認
定
看

護
師
）　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
出
羽
街
道
の
宿
場
街　

小
国
宿
を
巡
る　

■日
９
月
25
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
小
国
山
村

振
興
セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
８
時
に

市
役
所
本
所
発
〈
先
着
35
人
〉）　

■場
同
セ
ン

タ
ー
→
熊
野
神
社
小
国
城
跡
→
ふ
れ
あ
い
公

園
→
小
国
集
落
農
道
→
永
淳
寺
→
起
点
（
６

㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
９
月
10
日
○金

～
17
日
○金

▼
藤
沢
岩
屋
洞
窟
遺
跡
巡
り　

■日
10
月
２
日

○土
午
前
８
時
45
分
（
湯
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
８
時
30
分
に

市
役
所
本
所
発
〈
先
着
35
人
〉）　

■場
同
セ
ン

タ
ー
→
藤
沢
西
村
→
岩
屋
→
林
道
金
峯
線
→

起
点
（
７
・
５
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
中

学
生
以
下
５
０
０
円
）　

■申
９
月
15
日
○水
～

27
日
○月

▼
共
通　

■定
50
人　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐

８
１
３
１　

■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。

送
迎
バ
ス
は
要
予
約
。
市
HP

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談 

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
10
月
７
日
○木
、
11
月
12
日
○金
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専
門
職
と

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
等　

■問
あ
つ
み
温
泉
魅

力
づ
く
り
推
進
委
員
会
☎
43
‐
２
０
２
４

タ
イ
「
子
ど
も
の
村
学
園
」
校
長 

ラ
チ
ャ
イ
二
先
生
講
演
会

■日
10
月
２
日
○土
午
後
３
時　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■内
リ
モ
ー
ト
講
演
「
タ
イ
の
孤
児
た

ち
と
深
い
絆
を
紡
い
で
き
た
鶴
岡
」　

■申
朝

日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
53
‐
３

５
６
０金

峰
少
年
自
然
の
家 

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■日
10
月
14
日
○木
午
後
７
時　

■定
先
着
40
人　

■内
星
空
観
察　

■場
・
■申
９
月
14
日
○火
か
ら
同

館
☎
24
‐
２
４
０
０
へ　

■他
雨
・
曇
天
時
は

星
座
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
（
80
円
）。

HP

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■日
９
月
17
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■場
エ
ス
モ

ー
ル　

■内
ミ
ニ
講
話
「
認
知
症
ケ
ア
の
秘
訣

を
学
ぼ
う
」、
交
流
会　

■申
９
月
10
日
○金
ま

で
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０
へ

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
９
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■定
先
着
40
人　

■内「
い
つ
ま
で
も
自
分

の
歯
で
美
味
し
く
食
べ
る
た
め
に
～
歯
周
病

■申
三
矢
☎
22
‐
８
２
９
８

羽
黒
山
歴
史
探
訪
「
羽
黒
神
路
大
橋

開
通
記
念 

羽
黒
山
旧
月
山
道
を
辿
る
」

■日
９
月
25
日
○土
午
前
８
時
45
分
～
午
後
１
時

30
分
（
い
で
は
文
化
記
念
館
集
合
）　

■定
15

人　

■内
羽
黒
山
伏
の
案
内
で
羽
黒
山
旧
参
道

を
歩
き
、
精
進
料
理
を
味
わ
う　

■師
星
野
博

氏
（
羽
黒
町
観
光
協
会
理
事
）　

■費
２
、
５

０
０
円
（
昼
食
代
）　

■申
９
月
23
日
○木
ま
で

同
館
☎
62
‐
４
７
２
７
へ

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
10
月
の
日
程
〉

▼
一
東
書
道
会
鶴
岡
支
部
畊
雅
会
か
な
書
作

展　

■日
10
月
１
日
○金
～
３
日
○日
午
前
10
時
～

午
後
５
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
秋
の
公
演

２
０
２
１
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
10
月

10
日
○日
午
後
７
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム

▼
つ
る
お
か
小
品
盆
栽
展　

■日
10
月
14
日
○木

～
16
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
16
日
は

午
後
４
時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展　

■日
10
月
16
日

○土
・
17
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
17
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
３
０
０
円
（
中
学
生
以
下

無
料
。
団
体
割
引
あ
り
）

▼
朝
日
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展　

■日
10

月
22
日
○金
～
11
月
３
日
○水
午
前
９
時
～
午
後

９
時
（
３
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
朝
日

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展　

■日
10
月
22
日
○金
～

24
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
22
日
は
午

前
10
時
か
ら
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
朝
暘
清
吟
会
吟
詠
大
会　

詩
歌
で
巡
る
鶴

岡
公
園
探
索　

■日
10
月
24
日
○日
午
後
0
時
30

分　

■場
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

▼
佳
興
の
会
公
演　

■日
10
月
24
日
○日
午
後
２

時　

■場
庄
内
能
楽
館
鶴
岡
教
室

▼
飛
雲
会
展　

■日
10
月
28
日
○木
～
31
日
○日
午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
31
日
は
午
後
３

時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会
吟
詠
大
会　

■日

10
月
31
日
○日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

▼
吉
続
舞
踊
学
園
現
代
舞
踊
公
演　

■日
10
月

31
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴

岡▼
共
通　

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

☎
57
‐
２
０
０
８　

■他
HP

中
央
公
民
館
文
化
祭

▼
展
示
部
門　

■日
10
月
２
日
○土
・
３
日
○日
午

前
9
時
～
午
後
４
時
（
３
日
は
午
後
３
時
ま

で
）　

■場
同
館
、
同
館
女
性
セ
ン
タ
ー

▼
ス
テ
ー
ジ
部
門　

■日
10
月
３
日
○日
午
前
10

時　

■場
同
館

▼
共
通　

■問
同
館
内「
文
化
祭
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
25
‐
１
０
５
０

あ
つ
み
温
泉
開
湯
１
２
０
０
年 

記
念
イ
ベ
ン
ト

■日
10
月
２
日
○土
正
午
～
午
後
6
時
30
分　

■場

あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場
、
あ
ん
べ
湯
周
辺　

■内
あ
つ
み
温
泉
お
湯
輿こ
し

ま
つ
り
、
熊
野
神
社

巫み
こ女
舞
及
び
子
ど
も
獅し

し子
舞
、
打
上
げ
花
火
、
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ま
ん
ま
ル
ー
ム
９
月
の
講
座 

「
ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

■日
９
月
17
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■対
０
歳
児

と
そ
の
保
護
者
10
組　

■師
佐
藤
美
由
紀
氏

（
産
後
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■持
バ
ス

タ
オ
ル　

■場
・
■申
９
月
６
日
○月
か
ら
同
ル
ー

ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

鶴
岡
市
私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど

も
園
連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

９
月
１
日
○水
か
ら
入
園
願
書
を
配
布
し
、

10
月
１
日
○金
か
ら
願
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

当
連
合
会
の
施
設
で
は
保
護
者
の
就
労
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
子
供
を
受
け
入
れ
、教
育
・

保
育
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
各
園
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
各
園
HP
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
☆
印
は
認
定
こ
ど
も
園
。

▼
大
宝
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
１
８
８
３

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
０
６
５
８

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
５
８
３
１

▼
城
南
幼
保
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０
（
来
年

４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
予
定
）

▼
和
光
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
８
８
３
５

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
☆
）
☎
64
‐
２
３
１
０

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼
酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
プ
レ
企

日
本
空
手
協
会
鶴
岡
中
央
支
部 

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
月
曜
・
金
曜
日
…
鶴
岡
五
中　

水
曜

日
…
朝
暘
武
道
館
、
青
柳
空
手
道
場　

■時
午

後
６
時
30
分　

■対
幼
児
～
大
人　

■費
月
額
４
、

０
０
０
円　

子
育
て
・
子
供
向
け

大
山
児
童
館 　
　
　
　
　

化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
り　

■日
９
月
11
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■対
市
内
在

住
の
小
学
生
15
人　

■費
４
０
０
円　

■場
・
■申

同
館
☎
38
‐
０
２
６
０

松
ヶ
岡
開
墾
１
５
０
年
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

親
子
で
学
ぶ
鶴
岡
の
絹
【
織
】

■日
９
月
12
日
○日
・
26
日
○日
午
前
10
時
、
午
後

２
時　

■場
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■対
庄
内
地
域
在

住
の
親
子
各
回
先
着
５
組　

■内
玩
具
の
織
機

を
使
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
作
り　

■申
各
日
３
日

前
ま
で
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
５
へ

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る 

み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！

■日
９
月
17
日
○金
午
前
10
時　

■対
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
先
着
10
組　

■内
マ
マ
＆
親
子
ヨ
ガ
、

身
体
測
定　

■師
上
野
和
佳
氏
（
チ
ャ
イ
ル
ド

ヨ
ガ
プ
レ
イ
ス
ク
ー
ル
天
使
の
輪
「
は
れ
ぐ

み
」）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル
等　

■場
・
■申
９
月
１

日
○水
か
ら
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

の
体
験
会　

▽
ボ
ッ
チ
ャ
大
会　

■時
午
後
１

時
30
分　

■対
・
■内
親
子
で
参
加
部
門
（
親
子

１
組
対
１
組
）
…
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
20
組　

チ
ー
ム
で
参
加
部
門
（
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
）
…
市
内
在

住
の
小
学
生
３
人
～
５
人
と
引
率
者
の
チ
ー

ム
30
組
（
小
学
３
年
生
以
下
は
１
チ
ー
ム
に

２
人
ま
で
）　

▽
共
通　

■場
小
真
木
原
総
合

体
育
館
等

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム　

▽
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
と
話
そ
う
！　

■
ゲ
ス
ト　

中
村

美
樹
氏　

▽
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
選
手
と

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会　

■
ゲ
ス
ト　

岡
﨑
建

哉
氏
、
藤
田
息
吹
氏　

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

▼
共
通　

■申
９
月
13
日
○月
～
10
月
８
日
○金
に

専
用
HP
で　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３

１　

■他
市
HP

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

秋
の
高
瀬
峡
滝
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

■日
10
月
23
日
○土
午
前
７
時
（
小
真
木
原
公
園

集
合
）　

■場
高
瀬
峡
（
遊
佐
町
）　

■定
先
着
20

人　

■費
３
、
０
０
０
円　

■申
９
月
13
日
○月
か

ら
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

市
民
プ
ー
ル 

９
月
か
ら
の
一
般
利
用

■日
月
曜
～
金
曜
日
…
午
後
１
時
～
３
時
・
６

時
～
８
時　

土
曜
日
…
午
後
１
時
～
４
時
・

６
時
～
８
時　

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　

■
臨
時
休
館

日　

９
月
27
日
○月
～
10
月
10
日
○日　

■問
鶴
岡

水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流　

■申
各
日
２

日
前
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３

へ
く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会

■日
10
月
９
日
○土
午
前
９
時　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
９
チ
ー
ム　

■内
メ
ジ

ャ
ー
競
技
（
６
イ
ニ
ン
グ
２
試
合
制
）　

■費

１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円　

■申
９
月
22
日
○水

ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１
へ

子
ど
も
夢
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
鶴
岡
２
０
２
１

■日
10
月
17
日
○日

▼
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム　

▽
中
村
美
樹
選
手
と

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
会　

■時
午
前
10
時
・
11

時
15
分　

■対
小
学
４
年
～
６
年
生
各
回
20
人　

■内
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
、
中
村
美
樹
氏
（
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
日
本
代
表
）
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露　

▽
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
講
義　

■時
午
前
９
時
30
分　

■対
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
指
導
者
、
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園

の
先
生
等
30
人　

■内
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ

ル
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
義
や
活
用
法
の
講

義　

▽
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
体
験　

■時
午
前
11
時　

■対
小
学
１
年

～
３
年
生
と
そ

の
保
護
者
先
着

30
組　

■内
楽
し

み
な
が
ら
積
極

的
に
体
を
動
か

せ
る
運
動
遊
び

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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家
）　

■費
４
０
０
円　

■他
要
申
込
み

▼
秋
の
里
山
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

■日
９
月

18
日
○土
午
前
９
時
30
分
（
同
館
集
合
）　

■場

同
館
周
辺　

■内
月
山
や
日
本
海
、
足
元
の
山

野
草
を
め
で
な
が
ら
初
秋
の
里
山
を
歩
く

（
６
㎞
）　

■他
要
申
込
み

▼
手
打
ち
讃
岐
う
ど
ん
を
作
ろ
う　

■日
９
月

25
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■場
同

館　

■定
先
着
12
人　

■費
５
０
０
円　

■他
要
申

込
み

▼
焚
き
火
を
楽
し
む　

■日
10
月
２
日
○土
午
後

１
時
30
分　

■場
同
館
周
辺　

■定
先
着
10
人　

■内
着
火
、
火
の
扱
い
方
か
ら
消
火
ま
で
を
学

ぶ　

■費
３
０
０
円　

■他
要
申
込
み

▼
共
通　

■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
羽
黒
の
古
道
を
歩
こ
う
（
鉢
子
コ
ー
ス
）　

■日
９
月
18
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
鉢
子
集
落
（
庄
内
町
）

→
羽
黒
山
頂
→
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
14
日
○火
ま
で　

■他
悪
天

候
の
場
合
は
中
止

▼
草
木
染
２
ｄ
ａ
ｙ
ｓ　

■日
９
月
25
日
○土
・

26
日
○日
午
前
９
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
各

日
先
着
10
人　

■内
ク
リ
の
イ
ガ
・
ウ
ワ
ミ
ズ

ザ
ク
ラ
を
煮
出
し
た
色
で
ス
カ
ー
フ
大
の
布

を
染
め
る　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円　

中

学
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■申
９
月
15
日

○水
ま
で

▼
紅
葉
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■日
10
月
２
日

○土
・
３
日
○日
午
前
８
時
～
午
後
１
時
（
同
セ

ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
先
着
20
人　

■内
紅

葉
の
月
山
８
合
目
弥
陀
ヶ
原
湿
原
を
楽
し
む　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
22
日
○水
ま
で　

■他
悪
天

候
の
場
合
は
中
止

▼
羽
黒
の
古
道
を
歩
こ
う
（
御
滝
神
社
コ
ー

ス
）　

■日
10
月
９
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
２

時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
御
滝
神
社
（
庄

内
町
）
→
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
20
人　

■費

大
人
…
７
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
28
日
○火
ま
で　

■他
悪
天

候
の
場
合
は
中
止

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾 

一
般
公
開
講
座

■日
９
月
９
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
遊
佐
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
20
人　

■内

「
物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
型
地
域
資
源
利

用
論
」
渡
辺
昌
規
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）

■申
同
学
部
内
「
地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０
１

１
‐
５
６
１
５

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

９
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
フ
ル
ー

ツ
大
福
」　

■日
９
月
11
日
○土
午
前
10
時　

■費

２
、
５
０
０
円　

■他
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎

▼
日
本
料
理
わ
た
な
べ　

美
味
し
い
日
本
料

理
教
室　

■日
９
月
18
日
○土
午
前
10
時　

■費
３
、

も
の
さ
が
し
」　

■日
９
月
19
日
○日
午
前
９
時

30
分　

■定
20
人　

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円
以

上
）　

■申
９
月
17
日
○金
ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
青
い
空
の
国
モ
ン
ゴ

ル
」　

■日
10
月
２
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■定

30
人　

■師
ダ
グ
ワ
・
シ
ン
・
ウ
ン
ダ
ル
ガ
（
慶

應
先
端
研
）　

■費
寄
附
制
（
５
０
０
円
以
上
）　

■申
９
月
30
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
棋
楽
会　

■日
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
午
後
１

時
～
４
時
30
分

▼
編
物
教
室　

■日
９
月
13
日
・
27
日
、
10
月

11
日
・
25
日
の
月
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
絵
て
が
み　

■日
９
月
15
日
・
22
日
・
29
日
、

10
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
の
水
曜
日

午
前
10
時

▼
健
康
相
談　

■日
９
月
16
日
○木
・
30
日
○木
午

後
１
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
９
月
８
日
○水
・
15
日
○水

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分　

■場
同
館

▼
数
独
教
室　

■日
９
月
10
日
○金
・
17
日
○金
・

24
日
○金
午
前
９
時
30
分
　
■場
同
館

▼
土
器
づ
く
り　

■日
９
月
11
日
○土
午
前
９
時

～
午
後
３
時　

■場
同
館　

■定
先
着
15
人　

■内

野
焼
き
焼
成
に
よ
る
置
物
・
壁
飾
り
等
の
現

代
風
縄
文
土
器
作
り　

■師
江
川
満
氏
（
陶
芸

画
展
「
藩
主
の
宝
、
藩
士
の
宝
」　

■日
９
月

３
日
○金
～
10
月
19
日
○火
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分　

■内
旧
庄
内
藩
主
と
藩
士
の
家
に
伝

わ
る
武
具
や
掛
け
軸
、
茶
道
具
類
を
紹
介　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…

４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

■場

・
■問
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９
９　

■他
学

芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
■日
9
月

11
日
○土
・
25
日
○土
午
後
２
時　

■申
各
日
前
日

ま
で
）
あ
り

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト　

▽
都
沢

湿
地
の
外
来
植
物
駆
除
①　

■日
９
月
４
日
○土

午
前
９
時　

▽
大
山
下
池
の
外
来
植
物
駆
除　

■日
９
月
18
日
○土
午
前
９
時　

▽
都
沢
湿
地
の

外
来
植
物
駆
除
②
ど
ろ
ん
こ
広
場
の
草
刈
り　

■日
10
月
２
日
○土
午
前
９
時　

▽
共
通　

■他
要

申
込
み

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
～
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
手
紙
！
第
17
弾

～
」　

■日
９
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
下
池
で
ボ
ー
ト
遊
び
」　

■日
９
月
５
日
○日
午
前
10
時
・
11
時
、
午
後
１

時
・
２
時　

■定
各
回
４
組
（
１
艇
大
人
２
人
、

子
供
２
人
）　

■費
寄
附
制
（
１
艇
５
０
０
円

以
上
）　

■他
要
申
込
み

▼
自
然
観
察
会
「
都
沢
湿
地
周
辺
の
ト
ン
ボ

た
ち
」　

■日
９
月
11
日
○土
午
前
９
時　

■定
20

人　

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円
以
上
）　

■申
9

月
９
日
○木
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ど
ろ
っ
ぱ
池
の
生
き
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０
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花

蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室　

■日
９
月
19
日

○日
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
こ
れ
ぞ
秋
の
味
！
色
々
な
あ
け
び
料
理
を

新
米
と
一
緒
に　

■日
９
月
25
日
○土
午
後
１
時

30
分　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
９
月
１
日
○水
か
ら
同
市
場

☎
64
‐
３
０
９
３
へ

出
羽
庄
内
国
際
村
の
講
座

▼
は
じ
め
よ
う
♪
フ
ラ
ン
ス
語
（
後
期
）　

■日
９
月
11
日
○土
～
11
月
13
日
○土
午
前
10
時
30

分
（
全
10
回
）　

■師
マ
リ
エ
ッ
タ
・
ゴ
ン
ル

ド
ブ
氏　

■費
１
万
３
、
０
０
０
円　

■申
９
月

10
日
○金
ま
で　

■他
４
人
以
上
で
開
講

▼
楊
式
太
極
拳
講
座
（
後
期
）　

■日
10
月
６

日
○水
～
来
年
３
月
23
日
○水
（
全
24
回
）　

■時

入
門
コ
ー
ス
…
午
後
３
時
30
分　

ス
キ
ル
ア

ッ
プ
コ
ー
ス
…
午
後
７
時　

■師
覃
莉
莉
氏　

■費
各
２
万
１
、
６
０
０
円　

■他
各
コ
ー
ス
４

人
以
上
で
開
講

▼
共
通　

■場
・
■申
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐

３
６
０
０

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
も
の
づ
く
り
の
タ
イ
ム
管
理　

■日
９
月
17

日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
（
全
12
回
）　

■日
９
月
27
日
～
11
月

４
日
の
月
曜
・
木
曜
日
午
後
６
時
30
分　

■費

１
万
７
、
８
０
０
円

▼
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
修　

■日
10
月
５
日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
な
ぜ
な
ぜ
分
析
・
問
題
解
決　

■日
10
月
８

日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
若
手
社
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修　

■日
10

月
19
日
○火
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■定
20
人　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

松
ヶ
岡
開
墾
１
５
０
年
記
念
事
業
協
賛 

松
岡
窯
陶
芸
教
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
陶
芸
で
壁
掛
け
時
計
製
作　

■日
９
月
18
日

○土
午
前
10
時
、
午
後
１
時
30
分　

■定
各
回
15

人　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
タ
イ
ル
ク
ラ
フ
ト
で
ミ
ニ
ト
レ
ー
作
り　

■日
９
月
19
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時
30
分　

■定
各
回
15
人　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
電
動
ろ
く
ろ
に
挑
戦　

■日
９
月
20
日
○月
午

前
10
時
、
午
後
１
時
30
分　

■定
各
回
10
人　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
９
月
12
日
○日
ま
で
同
教
室

☎
62
‐
４
８
２
４
へ

市
民
サ
ロ
ン
第
１
講 

ミ
ラ
イ
の
ま
ち
。ミ
ラ
イ
の
高
専
。

■日
９
月
18
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■場
鶴
岡
メ

タ
ボ
ロ
ー
ム
キ
ャ
ン
パ
ス
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併

催
）　

■定
会
場
…
70
人　

オ
ン
ラ
イ
ン
…
30

人　

■内
▽
講
話
１
…
「
ま
ち
づ
く
り
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
‐
諦
め
ず
に
続
け
る
こ
と
‐
」
阿
部

等
氏
（
公
益
の
ふ
る
さ
と
創
り
鶴
岡
常
務
理

事
）　

▽
講
話
２
…
「
知
育
・
サ
イ
エ
ン
ス

を
通
し
た
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
」
上

條
利
夫
氏
（
鶴
岡
高
専
創
造
工
学
科
教
授
）

■申
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
☎
23
‐
２
２
０
０

■他
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
限
定

50
セ
ッ
ト
）

企
業
採
用
力
ア
ッ
プ 

支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
全
３
回
）

■日
①
９
月
21
日
○火　

②
10
月
22
日
○金　

③
11

月
24
日
○水　

■時
午
後
１
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
等　

■対
地
元
企
業
の
方
20

人　

■内
①
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
時
代
の
採
用
活

動
‐
若
者
目
線
で
会
社
の
魅
力
を
発
掘
・
発

信
‐　

②
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
学

び
、
自
社
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る　

③
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
践
す
る

■申
９
月
14
日
○火
ま
で
本
所
商
工
課
☎
内
線
５

４
４
へ　

■他
市
HP

本
場
の
味
付
け
を
体
感 

タ
イ
料
理
調
理
体
験
・
試
食
会

■日
10
月
２
日
○土
午
後
４
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■定
15
人　

■内
タ
イ
人
講
師
に
現

地
の
香
辛
料
を
使
っ
た
本
場
の
味
付
け
を
教

わ
る　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
朝
日
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
53
‐
３
５
６
０

温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

陶
芸
教
室

■日
９
月
26
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時
30
分　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
各
回
８
人　

■内
手
び
ね

り
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
制
作　

■費
５
０
０

円　

■申
９
月
15
日
○水
ま
で
温
海
生
涯
学
習
振

興
会
☎
43
‐
４
４
１
１
へ　

■他
10
月
17
日
○日

に
ゆ
う
薬
掛
け
を
実
施
。
HP

女
性
セ
ン
タ
ー
秋
季
講
座

▼
姿
勢
美
人
を
め
ざ
す
！
優
雅
に
踊
る
タ
ヒ

チ
式
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
全
６
回
）　

■日
10
月

６
日
・
13
日
・
20
日
、
11
月
10
日
・
17
日
・

24
日
の
水
曜
日
午
後
７
時　

■定
先
着
16
人　

■師
名
取
友
美
氏
（
フ
ラ
・
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン

ス
講
師
）　

■費
３
、
５
０
０
円

▼
筋
力
ア
ッ
プ
！
女
性
の
た
め
の
ダ
ン
ベ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
全
６
回
）　

■日
10
月
14
日
・

21
日
・
28
日
、
11
月
11
日
・
18
日
・
25
日
の

木
曜
日
午
後
７
時　

■定
先
着
16
人　

■師
渡

辺
美
枝
氏
（
健
康
運

動
実
践
指
導
者
）　

■費
３
、
３
０
０
円

▼
快
眠
を
促
す
セ
ル
フ
ケ
ア　

■日
10
月
19
日

○火
午
前
10
時　

■定
先
着
12
人　

■師
塩
田
紀
久

代
氏
（
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｓ
）　

■費
１
、
５
５
０
円

▼
鶴
岡
の
次
世
代
料
理
人
決
定
戦
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
に
学
ぶ
料
理
教
室　

■日
10
月
20
日
○水

午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定
先
着
15
人　

■師

木
村
英
之
氏（
ベ
ル
ナ
ー
ル
鶴
岡
副
料
理
長
）　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
つ
ま
み
細
工
で
作
る
和
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

（
全
２
回
）　

■日
10
月
26
日
○火
、
11
月
２
日
○火

午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
10
人　

■師
石
堂
佳

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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■申
９
月
10
日
○金
ま
で
に
「
つ
や
姫
」
生
産
者

は
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
。「
雪
若
丸
」
生
産

組
織
は
庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎

64
‐
２
１
０
３
へ　

■他
農
協
、
米
穀
集
荷
業

者
ま
た
は
生
産
組
織
等
を
通
じ
て
申
請
す
る

場
合
は
、
各
団
体
等
の
締
切
日
を
要
確
認

令
和
４
年
４
月
採
用
予
定 

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）　

■日
９
月
25

日
○土
・
26
日
○日
（
２
日
間
）　

■場
防
衛
大
学

校（
横
須
賀
市
）　

■申
９
月
５
日
○日
～
10
日
○金

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選
抜
）　

■日
１

次
…
９
月
25
日
○土　

２
次
…
10
月
30
日
○土
・

31
日
○日
（
２
日
間
）　

■場
１
次
…
仙
台
駐
屯

地
（
仙
台
市
）　

２
次
…
防
衛
大
学
校　

■申

９
月
５
日
○日
～
10
日
○金

▼
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）　

■日
10

月
３
日
○日　

■場
神
町
駐
屯
地
（
東
根
市
）　

■申
９
月
17
日
○金
ま
で

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
看
護
学
科

学
生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）　

■日
１
次

…
10
月
16
日
○土　

２
次
…
11
月
27
日
○土
・
28

日
○日
の
内
指
定
日　

■場
１
次
…
鶴
岡
合
同
庁

舎　

２
次
…
仙
台
駐
屯
地　

■申
10
月
6
日
○水

ま
で

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
医
学
科
学

生　

■日
１
次
…
10
月
23
日
○土　

２
次
…
12
月

15
日
○水
～
17
日
○金
の
内
指
定
日　

■場
１
次
…

山
形
地
方
合
同
庁
舎
（
山
形
市
）　

２
次
…

防
衛
医
科
大
学
校
（
所
沢
市
）　

■申
10
月
13

日
○水
ま
で

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）　

■日
１
次
…

11
月
６
日
○土
・
７
日
○日
（
２
日
間
）　

２
次

…
12
月
７
日
○火
～
11
日
○土
の
内
指
定
日　

■場

１
次
…
鶴
岡
合
同
庁
舎　

２
次
…
仙
台
駐
屯

地　

■申
10
月
27
日
○水
ま
で

▼
自
衛
官
候
補
生　

■日
11
月
13
日
○土　

■場
神

町
駐
屯
地　

■申
９
月
11
日
○土
～
11
月
５
日
○金

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
（
抽
せ
ん
）

■日
９
月
25
日
○土　

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

■対
市
内
在
住
の
方
８
人
（
１
人
１
枚
）　

■申

９
月
７
日
○火
の
午
前
９
時
に
直
接
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７
へ　

■他

チ
ケ
ッ
ト
は
後
日
郵
送

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
人
で
悩
ま
ず
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
９
月
10
日
○金
～
16

日
○木
午
前
９
時
～
午

後
５
時　

■
相
談
電

話　

☎
０
５
７
０
‐

０
６
４
‐
５
５
６
ま
た
は
☎
０
２
３
‐
６
３

１
‐
７
０
６
０
へ

市
と
つ
る
お
か
住
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
業
が
対
象 

住
宅
ロ
ー
ン「
フ
ラ
ッ
ト
35
」金
利
引
下
げ

　

住
宅
取
得
の
際
に
、
市
の
「
鶴
岡
市
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
ま
た
は
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
「
若
者
世
帯
新
築
支
援
事
業
」
の

補
助
金
の
交
付
を
受
け
、
子
育
て
支
援
、
移

日
間
）　

■場
勤
労
者
会
館　

■定
88
人　

■申
９

月
６
日
○月
～
13
日
○月
に
日
本
防
火
・
防
災
協

会
☎
03
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３
へ　

■他
申

込
書
等
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各

分
署
に
設
置
。
HP

危
険
物
取
扱
者
試
験

■日
10
月
23
日
○土
午
前　

■場
鶴
岡
工
業
高
校

■内
甲
種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種　

■申
電
子

…
９
月
３
日
○金
～
13
日
○月　

書
面
…
６
日
○月

～
16
日
○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山

形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各

分
署
に
設
置
。
HP

甲
乙
同
時
防
火
管
理
講
習

■日
11
月
10
日
○水
・
11
日
○木
（
２
日
間
。
乙
種

は
10
日
の
み
）　

■場
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー　

■定
１
０
０
人　

■申
９
月
27
日
○月
～
10

月
４
日
○月
に
日
本
防
火
・
防
災
協
会
☎
03
‐

６
２
６
３
‐
９
９
０
３
へ　

■他
申
込
書
等
は

消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設

置
。
HP募

集
・
相
談
・
そ
の
他

令
和
４
年
産
「
つ
や
姫
」 

生
産
者 

・「
雪
若
丸
」
生
産
組
織
募
集

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
水
田
経
営
面
積
や

栽
培
方
法
、
販
売
方
法
等
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

美
氏
（
く
ら
ふ
と
松
ヶ
岡
こ
ぅ
で
ら
い
ね
）　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
男
性
料
理
教
室　

記
念
日
に
作
る
フ
ル
ー

ツ
タ
ル
ト　

■日
10
月
26
日
○火
午
後
７
時　

■定

男
性
先
着
12
人　

■師
福
田
博
臣
氏
（
福
田
屋

店
主
）　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
９
月
３
日
○金
～

17
日
○金
に
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
24

‐
２
３
４
０
へ

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
10
月
９
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
・
■内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人
に
対

す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
20
人　

普
通
救
命
講
習

Ⅲ
…
小
児
・
乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
10
人　

■申
９
月
11
日
○土
～
10
月
２
日
○土
に

消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消

防
各
分
署
へ　

■他
希
望
者
に
テ
キ
ス
ト
あ
り

（
講
習
Ⅰ
…
２
０
０
円　

講
習
Ⅲ
…
１
０
０

円
）排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者 

受
験
講
習
会（
希
望
者
の
み
）・
試
験

■日
・
■費
受
験
講
習
会
…
10
月
15
日
○金
・
２
、

０
０
０
円　

試
験
…
11
月
14
日
○日
午
後
１
時

・
３
、
０
０
０
円　

■場
協
同
の
杜
Ｊ
Ａ
研
修

所
（
山
形
市
）　

■申
９
月
１
日
○水
～
30
日
○木

に
上
下
水
道
部
水
道
課
☎
23
‐
７
７
３
２
へ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■日
10
月
21
日
○木
・
22
日
○金
午
前
９
時
50
分（
２

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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住
対
策
、
空
き
家
対
策
に
該
当
す
る
場
合
は
、

住
宅
金
融
支
援
機
構
の
住
宅
ロ
ー
ン
「
フ
ラ

ッ
ト
35
」の
当
初
５
年
間
の
借
入
金
利
が
０
・

２
５
％
引
下
げ
と
な
る
優
遇
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

優
遇
措
置
を
受
け
る
に
は
本
所
建
築
課
が

発
行
す
る
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
同
課
☎
内
線
４
８
４

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
24
日
○金
午
後
３
時
～
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
９
月
23
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

県
外
へ
の
送
料
を
支
援
し
ま
す 

山
形
米（
マ
イ
）ハ
ー
ト
贈
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
９
月
15
日
○水
ま
で　

■
対
象
商
品　

山
形

県
産
は
え
ぬ
き
を
２
㎏
以
上
含
む
県
産
米　

■内
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
店
で
対
象
商
品
を
購

入
し
県
外
に
発
送
す
る
際
、
配
送
先
１
件
に

つ
き
送
料
５
０
０
円
を
支
援　

■問
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
は
え
ぬ
き
」
送
料
支
援
事
業
事
務

局
☎
０
２
３
‐
６
６
４
‐
２
４
０
０

山
形
県
出
身
の
県
外
在
住
学
生
を
支
援 

県
産
米
は
え
ぬ
き
を
支
給
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方　

①
県
内
の
中
学

校
ま
た
は
高
校
を
卒
業

し
、
県
外
の
大
学
等
に

在
籍
し
て
い
る　

②
県

外
で
生
活
し
て
い
る
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
県
内
に
帰
省
中
の
場
合

も
対
象
）　

③
保
護
者
等
が
県
内
に
居
住
し

て
い
る　

■内
山
形
県
産
は
え
ぬ
き
５
㎏　

■申

９
月
30
日
○木
ま
で
や
ま
が
た
ｅ
申
請
で
申
込

み　

■問
山
形
県
ふ
る
さ
と
山
形
移
住
・
定
住

推
進
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
３
４
０
７　

■他
HP山

形
県
事
業
継
続
応
援
給
付
金

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
県
内
に
本
社
ま
た

は
本
店
を
置
く
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主

（
大
企
業
、
政
治
団
体
、
性
風
俗
産
業
、
系

統
出
荷
に
よ
る
収
入
を
主
と
す
る
個
人
農
林

水
産
業
者
を
除
く
）　

①
今
年
４
月
～
６
月

の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
が
前
年
ま
た
は
前

々
年
の
同
月
と
比
較
し
て
50
％
以
上
減
少
し

て
い
る　

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
対
策
を
実

施
し
て
い
る　

③
今
後
も
事
業
を
継
続
す
る　

■
給
付
額　

法
人
…
20
万
円　

個
人
事
業
主

…
10
万
円　

■申
９
月
30
日
○木
ま
で
山
形
県
事

業
継
続
応
援
給
付
金
事
務
局
に
申
請
書
等
を

郵
送　

■問
同
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０

５
７
０
‐
０
５
６
‐
２
２
３　

■他
HP

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

同
免
状
に
貼
り
付
け
る
写
真
は
、
撮
影
さ

れ
て
か
ら
10
年
以
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
交
付
後
10
年
を

経
過
す
る
前
に
書
換
え
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

2021年度自主事業

■問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

陸 上 自 衛 隊 中 央 音 楽 隊
鶴 岡 公 演

入場無料（要入場券）

荘銀タクト鶴岡
大ホール

●申込み期間
　９月１日○水午前10時～12日○日午後７時
●引換え期間
　９月19日○日～26日○日

※�未就学児は入場不可。託児サー
ビスあり（有料／先着順／入場
券引換え時に申込み）。

入場券申込み
●申込み方法
　荘銀タクト鶴岡HP
　※座席指定不可。
　※��申込み多数の場合は抽せん。
　※１人につき昼・夜公演合わせて４枚まで申込み可。
　※�インターネット環境がない方は同館に問合せ。

10 月２日（土） 昼公演　午後１時開演
夜公演　午後６時開演

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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～
１
７
８
番
地
・
字
楯
村
全
域
・
字
片
貝
全

域
、
山
五
十
川
字
碓
井
、
由
良
一
丁
目
１
番

～
13
番
、
由
良
字
由
良
沢
庚　

■問
山
形
県
統

計
企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
７
8

野
生
き
の
こ
の
放
射
性
物
質

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
か
ら
野
生
き
の
こ
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
の
で
、
次
の
事
項
に
留
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
野
生
き
の
こ
は
、
生
育
環
境
の
違
い
に
よ

り
放
射
性
物
質
の
濃
度
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

た
め
、
出
荷
前
の
検
査
を
徹
底
し
、
安
全
性

を
確
認
し
て
か
ら
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
出
荷
に
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ

ト
等
に
よ
る
通
信
販
売
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い　

▽
特
に
チ
チ
タ
ケ
、

サ
ク
ラ
シ
メ
ジ
、
コ
ウ
タ
ケ
は
、
過
去
に
基

準
値
を
超
え
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
自
主
検
査
を
徹
底
し
、
安
全

性
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

■問
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐
５
５

３
４令

和
５
年
10
月
１
日
導
入 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
お
知
ら
せ

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
事
前
登
録
申

請
書
の
提
出
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
制
度
に
関
す
る
質
問
や
相
談
は
イ
ン

ボ
イ
ス
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐

２
０
５
‐
５
５
３
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
申
込
書

は
消
防
本
部
に
設
置
。
HP

社
会
生
活
基
本
調
査
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
統
計
局
と
山
形
県
で
は
、
仕
事
と

生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
）
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
の
施

策
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
、
10
月
20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
私
た
ち

が
一
日
の
内
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕
事
、

家
事
、
地
域
で
の
活
動
な
ど
に
費
や
し
て
い

る
の
か
、
過
去
１
年
間
の
自
由
時
間
に
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
調
べ
ま

す
。
９
月
上
旬
か
ら
、
調
査
員
が
対
象
と
な

る
地
域
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
理

解
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■対
本
町
二
丁
目
16
番
・
17
番
、
睦
町
１
番
・

２
番
・
６
番
、
東
新
斎
町
１
番
・
３
番
～
５
番
、

新
海
町
７
番
、
東
原
町
２
番
・
３
番
・
10
番
・

11
番
、
稲
生
一
丁
目
24
番
・
25
番
、
稲
生
二

丁
目
７
番
、
西
新
斎
町
６
番
・
７
番
、
宝
田

一
丁
目
７
番
、
日
和
田
町
１
番
・
17
番
・
18
番
、

民
田
字
船
附
・
字
村
下
、
美
咲
町
１
番
・
12

番
・
15
番
・
16
番
、
水
沢
字
楯
ノ
下
戊
・
字

割
田
壬
・
字
前
川
原
己
・
字
行
司
免
辛
・
字

山
ノ
腰
、
大
山
三
丁
目
48
番
～
51
番
、
大
山

字
都
沢
ぬ
１
８
１
番
地
３
・
字
城
山
、
馬
町

字
駒
繁
１
番
地
～
56
番
地
・
１
３
２
番
地
～

１
５
６
番
地
、
三
瀬
字
横
町
己
３
０
１
番
地

３
０
８
～
己
３
８
１
番
地
96
・
３
１
３
番
地

１
～
３
８
１
番
地
98
、
東
堀
越
字
中
田
31
番

地
４
・
字
桔
梗
出
５
番
地
～
１
１
３
番
地
・

字
山
ノ
上
17
番
地
１
～
66
番
地
・
字
松
葉
13

番
地
３
～
15
番
地
１
・
字
谷
地
田
２
番
地
１
、

羽
黒
町
松
尾
全
域
、
西
片
屋
字
興
屋
52
番
地

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

　

■日９月12日○日午前９時30分～午後３時　■対
小学１年～３年生（身長100cm～130cm）
とその保護者先着３組　■費4,000円　■場・■申
カートソレイユ最上川☎0234‐42‐2282ま
たは庄内町商工観光課☎0234‐42‐2922へ

●庄内町 カートソレイユ最上川
キッズカートスクール開催！

■日10月７日○木午後７時　■場八幡タウンセン
ター　■定150人　■内ＮＨＫ交響楽団弦楽トッ
プメンバーによる室内楽名曲コンサート　■費
2,000円（全席自由。当日は500円増し）　
■チケット取扱い　９月１日○水から酒田市各
総合支所、八幡地域各コミュニティセンター、
酒田市総合文化センター、酒田市役所地下
売店へ　■問酒田市八幡総合支所地域振興係☎
0234‐64‐3111　

●酒田市 やわたクラシックコンサート
2021

新型コロナウイルス感染症の影響で、
催し等の中止・延期など、情報が変更
となる場合があります。各担当課や主
催者などへのお問合せ、またはホーム
ページ等でご確認ください。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

赤
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
知
り
た
い

　

鶴
岡
市
で
赤
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事

業
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
ど
う
い

っ
た
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

赤
川
沿
い
が
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

う
場
と
な
る
よ
う
整
備
し
ま
す

 

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、「
か
わ
」

と
「
ま
ち
」
が
一
体
と
な
っ
た
良
好
な

水
辺
空
間
を
形
成
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
目
指
す
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
で
は
、赤
川
を
活
用
し
て
、新
た

な
に
ぎ
わ
い
空
間
を
創
る
た
め
「
鶴
岡

市
赤
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策

定
。
平
成
31
年
３
月
に
国
の
か
わ
ま
ち

づ
く
り
支
援
制
度
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
か
ら
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
交
流

の
場
と
し
て
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
赤

川
を
目
指
し
、
大
半
田
地
内
か
ら
黒
川

地
内
ま
で
の
約
８
・
４
㎞
の
河
川
区
間

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
現
状
と
目
指
す
方
向
性

　

赤
川
の
河
川
敷
は
、
休
憩
ポ
イ
ン
ト

が
少
な
い
こ
と
や
、
安
全
に
水
辺
に
近

QＡ
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づ
け
な
い
こ
と
な
ど
が
理
由
で
、
子
供

や
親
子
連
れ
の
利
用
が
少
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代

が
集
う
水
辺
空
間
を
創
り
ま
す
。
ま
た
、

観
光
客
を
赤
川
沿
い
に
誘
導
で
き
る
よ

う
、
観
光
振
興
の
支
援
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

■
主
な
取
り
組
み
と
期
待
さ
れ
る
効
果

▼
河
畔
整
備
（
樹
木
伐
採
等
）　

こ
れ

ま
で
見
え
に
く
か
っ
た
川か
わ
も面
が
見
え
る

よ
う
に
な
り
、
景
観
が
良
く
な
る

▼
散
策
路
（
管
理
用
通
路
）
の
設
置

川
沿
い
を
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
る　

▼
親
水
護
岸
の
整
備　

子
供
た
ち
が
安

心
し
て
水
辺
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
、

川
遊
び
や
水
辺
空
間
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
が
可
能
と
な
る

▼
ス
ロ
ー
プ
や
堤
防
階
段
の
新
設
・
拡

幅　

堤
防
か
ら
広
場
等
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
良
く
な
る
。
ま
た
、
階
段
を
観
覧
席

と
し
て
活
用
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や

花
火
大
会
等
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

▼
園
路
・
案
内
看
板
・
ト
イ
レ
な
ど
の

公
園
施
設
の
整
備　

散
策
等
が
し
や
す

く
な
り
、
公
園
利
用
者
の
利
便
性
が
向

上
す
る

　

整
備
は
令
和
９
年
度
ま
で
に
順
次
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。
日
常
的
に
人
で

に
ぎ
わ
う
赤
川
沿
い
と
な
る
よ
う
「
赤

川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
推
進
し

ま
す
。

〈
本
所
都
市
計
画
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 火曜～土曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　9/4 ～ 10/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎内線218 21日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
朝日庁舎総務企画課☎内線303 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 16日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 16日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　9/4 ～ 10/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
９．11○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　〃 13：30 ～16：00 　　　　〃
30○木 ����9：30�～ 11：30 ㈱ニシカワ鶴岡工場

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞��　　　　　　①� �9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　��　　　　　�　②18：00～21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞　　　　　　③19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科　　　　　　
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　���①����9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　����② 13：00～15：00

　　　�受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の検査・診察はできません。
！

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361
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《人口と世帯》（令和３年７月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：122,799人
　　 （男：58,826人、女：63,973人）
　世帯数：49,404世帯

↑メールは
こちらから

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

酒井家庄内入部400年記念プレ事業
レポート

令和４年の酒井家庄内入部400年に向けた記念事業を実施しています。
今回は、小学生が新聞記事制作、高校生がＣＭ動画制作と、次代を担
う若者が庄内の歴史を学び、表現することにチャレンジしました。

■問合せ　本所政策企画課☎25‐2111内線525

制作した動画作品はこちら

▲

親子で参加！こども記者プロジェクト
　庄内在住の小学５年・６年生の親子７組14人と高校生
記者３人が参加。テーマは「庄内藩領として酒井家に守ら
れた湯殿山」です。
　初めに、見出しや記事の構成など新聞の特徴を学び、そ
の後、湯殿山神社へ取材に向かいました。
　出羽三山歴史博物館学芸員の渡部幸氏に案内してもらい
ながら、湯殿山、出羽三山の歴史や、酒井
家との関わりなどについて取材。新聞記者
からまとめ方のアドバイスを受けながら、
執筆作業に取り組みました。
　取材を通じて、親子で庄内の歴史や文化
を体感した１日となりました。

高校生動画制作ワークショップ
　地元ユーチューバーのアフロりゅうじ氏
（合同会社dano）の指導のもと、市内高
校生13人が、「酒井家庄内入部400年」を
テーマに動画制作に挑戦しました。
　企画・構成・撮影の過程で、改めて地域
の歴史を学んだ参加者。今まで知っている
ようで知らなかった地域の歴史や文化を再
認識するきっかけとなったようです。
　今後、ワークショップ参加者を中心に、
山形ふるさとＣＭ大賞に応募する作品の制
作を予定しています。

8/8･9

7/31

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
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